
16

	

　
　
　
　
　

  

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

一般質問

　
　
「
新
庁
舎
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
平
成
26
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
「
公
共
施
設
白
書
」
に
、
今

後
40
年
間
の
更
新
費
用
総
額
が
記
載
さ
れ
て

い
た
。
自
主
財
源
は
こ
こ
10
年
間
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
く
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金

な
ど
に
依
存
的
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
財

源
は
大
丈
夫
な
の
か
。

　
　

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
比
較
で
、

経
費
が
一
番
少
な
く
将
来
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
る
た
め
、
庁
舎
建
設
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
た
。
ま
た
、
外
部
庁
舎
を
集
約
す
る

こ
と
で
、
施
設
の
削
減
と
跡
地
の
有
効
利
用

が
可
能
と
な
る
。

　
　

民
間
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
で
賃
貸
料

を
得
る
か
複
合
施
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

事
業
手
法
や
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て

　
　

地
域
に
合
っ
た
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制

整
備
を
急
い
で
行
う
こ
と
で
、
短
期
的
に
よ

り
大
き
な
費
用
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
果
た
す
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、
支
援

の
担
い
手
に
対
す
る
研
修
・
人
材
育
成
等
の

実
施
計
画
を
知
り
た
い
。
ま
た
、
地
域
ケ
ア

会
議
へ
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

新
し
い
総
合
事
業
は
、
高
齢
者
を
地
域

で
支
え
合
う
体
制
作
り
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
養
成
等
、
計
画
的
な
取
り

組
み
が
重
要
と
考
え
る
。
地
域
ケ
ア
会
議
に

つ
い
て
は
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
個
別
会
議
と
、
市
レ
ベ
ル
の
推
進
会
議
の

２
つ
の
会
議
で
開
催
し
て
い
く
。

問答問答問

答

Ｑ
Ａ

庁
舎
建
設
に
深
谷
市
公
共
施
設
白
書
は
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か

公
共
施
設
白
書
や
適
正
配
置
計
画
を
も
と
に
判
断
し
た

中な
か

矢や　

寿ひ
さ

子こ

　
　

企
業
誘
致
に
は
大
賛
成
で
あ
る
が
、
今

回
は
手
法
に
問
題
が
あ
る
。
７
月
22
日
に
地

権
者
会
を
開
い
た
が
、
そ
の
詳
細
は
。

　
　

公
募
の
時
期
を
造
成
後
か
ら
造
成
前
に

変
更
し
た
こ
と
を
説
明
し
、
了
解
を
得
た
。

　
　

市
は
一
貫
し
て
秘
密
主
義
で
、
一
切

の
情
報
を
公
開
し
な
い
。
売
買
で
一
反

１
千
万
円
、
転
貸
借
で
は
一
反
の
年
間
地
代

１
０
０
万
円
と
の
噂
が
ひ
と
り
歩
き
し
て
い

る
が
、
こ
の
条
件
で
は
、
定
期
借
地
権
の
観

点
か
ら
不
公
平
感
は
否
め
な
い
。
全
て
の
地

権
者
が
、
二
本
立
て
の
対
応
に
納
得
し
て
い

る
の
か
。

　
　

ま
だ
地
権
者
と
は
具
体
的
な
条
件
提
示

も
交
渉
も
行
っ
て
い
な
い
。
転
貸
借
期
間
は

20
年
を
予
定
し
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
存
続
す

れ
ば
契
約
を
更
新
す
る
。
投
入
し
た
税
金
は

20
年
で
回
収
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

な
ぜ
進
出
す
る
企
業
に
事
業
費
負
担
を

求
め
ず
、
市
が
税
金
を
投
入
す
る
の
か
。

　
　

拠
点
整
備
と
し
て
市
主
導
の
た
め
。

　
　

市
主
導
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

固
定
資
産
税
、
雇
用
等
に
よ
り
、
深
谷

市
及
び
県
北
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。

　
　

そ
れ
は
、
民
間
が
事
業
費
を
出
し
て
も

同
じ
で
は
な
い
か
。
起
業
や
経
営
に
何
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
持
た
な
い
市
が
主
導
し
、
オ
ー
キ

ッ
ド
フ
ァ
ー
ム
の
二
の
舞
に
な
っ
た
ら
、
誰

が
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

　
　

事
業
成
功
に
向
け
、
鋭
意
努
力
す
る
。

　
　

全
く
答
弁
に
な
っ
て
い
な
い
。
12
月
議

会
で
再
度
質
問
す
る
の
で
「
勉
強
し
直
し
て

こ
い
。」
人
件
費
を
含
め
、
40
億
円
以
上
の

税
金
を
投
入
す
る
事
業
と
し
て
、
あ
ま
り
に

も
お
粗
末
な
構
想
だ
。
今
後
の
市
民
に
対
す

る
説
明
責
任
・
公
開
性
は
。

　
　

で
き
る
だ
け
努
力
す
る
。

問答問答問答問答問

答問答

Ｑ
Ａ

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
進
捗
状
況
、
地
権
者
と
の
合
意
形
成
は

ま
だ
、
そ
の
段
階
で
は
な
い

田た

嶋じ
ま　
　

均ひ
と
し
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〈「
議
会
だ
よ
り
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
・
・
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、「
深
谷
市
議
会
」、「
市
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
創
刊
号
か
ら
今
号
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。〉

一般質問

　
　

深
谷
市
畠
山
道
路
中
央
の
凹
み
に
雨
水

が
た
ま
る
。
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
等
、
非

常
に
困
惑
。
早
期
改
良
を
。

　
　

至
急
対
応
す
る
。

空
き
家
の
解
消
に
つ
い
て

　
　

社
会
問
題
化
し
て
い
る
空
き
家
の
老
朽

化
、
発
生
原
因
は
核
家
族
化
等
が
挙
げ
ら
れ
、

次
に
税
の
優
遇
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
る

弊
害
は
老
朽
化
が
進
行
す
る
と
、
倒
壊
や
放

火
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
等
の
環
境
や
治
安
の

悪
化
に
つ
な
が
る
。
空
き
家
解
消
対
策
は
。

　
　

市
民
か
ら
の
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
今
後
、
空
き
家
の
実
態
調
査
を
推
進

す
る
。
持
ち
主
に
空
き
家
の
適
正
管
理
を
要

請
し
て
い
く
。
空
き
家
に
対
す
る
条
例
制
定

も
視
野
に
入
れ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

市
内
外
か
ら
大
き
な
期
待
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
。

　
　

税
収
の
増
加
や
雇
用
の
確
保
、
観
光
と

農
業
の
振
興
に
よ
る
市
の
活
性
化
に
あ
る
。

　
　

当
該
地
の
農
振
除
外
の
見
通
し
は
。

　
　

平
成
28
年
３
月
に
は
協
議
を
終
了
し
、

平
成
28
年
度
早
々
に
農
転
・
開
発
許
可
申
請
、

そ
し
て
造
成
工
事
に
着
手
予
定
で
あ
る
。

　
　

新
駅
の
建
設
は
。

　
　

来
年
早
々
の
除
外
許
可
を
待
ち
、
地
権

者
と
の
買
収
交
渉
、
契
約
、
農
地
転
用
申
請
、

建
築
確
認
、
新
駅
設
置
工
事
は
平
成
27
年
か

ら
開
始
、
平
成
28
年
３
月
完
成
予
定
。

　
　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
業
者
は
公
募
か
。

　
　

公
募
と
考
え
て
い
る
。
公
募
の
公
算
は

確
定
で
は
な
い
が
数
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
有
。

　
　

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
。

　
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
た
い
。

問答問答問答問答

問答問答問答

Ｑ
Ａ

深
谷
市
畠
山
道
路
中
央
の
凹へ
こ

み
部
分
の
改
修
を
求
め
る

早
期
に
改
善
す
る

永な
が

田た　

勝か
つ

彦ひ
こ

　
　

全
国
各
地
で
創
意
工
夫
を
発
揮
し
た
６

次
産
業
化
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
。
６
次
産
業
化
戦
略
推
進
本
部
を
設
置

し
農
商
工
観
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

本
市
の
農
産
業
は
消
費
地
で
あ
る
都
内

か
ら
近
く
、
新
鮮
な
野
菜
が
届
け
ら
れ
る
利

点
を
持
っ
た
１
次
産
業
が
主
で
あ
る
が
、
今

後
、
国
・
県
の
支
援
策
の
活
用
等
、
６
次
産

業
化
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

６
次
産
業
化
施
策
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
交
付
金
、
農
林
水
産
創
意
工

夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
等
、
様
々
あ
り

国
県
市
施
策
を
取
り
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
及
び
農
商
工
観
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
、
相
談
窓
口
開
設
を
提
案
す
る
。

　
　

身
近
に
相
談
が
で
き
る
窓
口
の
設
置
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
農
業
振
興
課
が
窓

口
と
な
り
、
国
・
県
の
支
援
策
の
案
内
や
関

係
機
関
と
円
滑
な
連
携
に
努
め
る
。

　
　

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
事
業
ス
キ
ー
ム
案
で
は
、『
新
た
な

農
業
戦
略
と
し
て
の
６
次
産
業
化
』
へ
の
取

り
組
み
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
公
共
ゾ
ー
ン

と
い
わ
れ
る
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
部
分
の

構
想
を
ど
う
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
か
は
、
農

地
の
開
発
許
可
の
関
連
か
ら
、
ま
た
、
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
を
実
現
で
き
る
か
の
最
大
の
決
め

手
で
あ
る
。
６
次
産
業
化
へ
の
農
業
戦
略
を

ど
う
構
築
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
確
認

を
求
め
る
。　

　
　

６
次
産
業
化
は
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
と

し
て
重
要
で
、
構
想
検
討
や
計
画
策
定
業
務

を
通
じ
て
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
地
元
農
産

物
加
工
施
設
な
ど
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

農
業
者
、
商
工
業
者
、
観
光
産
業
と
連
携
し

な
が
ら
、
事
業
を
構
築
し
て
い
く
。

問答問答問

答

Ｑ
Ａ

６
次
産
業
化
支
援
へ
の
取
り
組
み
を

今
後
検
討
し
、
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

三み

田た

部べ　

恒つ
ね

明あ
き

空 き 家


